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 今号は、「メタンハイドレート！」、「海上保安庁空中写真閲覧サービス運用開始」についてで

す。 
○ メタンハイドレート！ 
独立行政法人海洋研究開発機構（JAMSTEC）で

は、平成１７年８月に海洋調査船「かいよう」

が行った調査で、新潟県上越市沖にメタンハイ

ドレードが分布しており、その一部は海底に露

出している事をこの２月に公表しました。 

日本近海でメタンハイドレートが、海底に露

出している例が判明したのは、今回が初めてだ

そうです。 

メタンハイドレートは、メタンが水と結合 

したもので、一見したところ氷のように見え

ますが、驚くことにこの氷のように見えるメタン

ハイドレートは燃えるのです。 

白っぽく見えるのが、海底に露出したメタンハイドレート 

そして、燃えた後には水が残っているとい不 

思議な物質なのです。 

下の写真は、上越市沖で海底から採取されたメ

タンハイドレートです。 

下の写真左側のメタンハイドレートは、海底か

ら採取された状態のもので、右側はそれを輪切り

にしたものです。 

切り口は真っ白で氷のように見え、砂や泥が混

じっていないことがわかります。 出典 独立行政法人海洋研究開発機構HPより

メタンハイドレートの開発は、まだ始まったばかりで、ど

この海域にどの位メタンハイドレートが存在するか、はっきりしていません。 

ただ日本近海では、現在の天然ガス消費量と比較すると、おおよそ１００年分の天然ガスを

含んだメタンハイドレートが存在しているという研究成果も発表されており、事実ならば日本

は、現在の石油輸出国のようなエネルギー大国となります。 

しかし、メタンハイドレートは固体なので、石油のように井戸を掘れば取り出せるというも

のではありませんし、その上面倒で手間の掛かることに水深５００ｍより深いところに存在し

ています。 

そのため、現在メタンハイドレートの利用は、採算があわないため研究の段階ですが、これ

が夢物語となってしまわないように一日も早い効率的な採掘方法の開発が望まれます。 



○ 海上保安庁空中写真閲覧サービス運用開始 
海上保安庁海洋情報部では、海図等を作成するための資料として当庁の航空機で日本の海岸

線の空中写真を撮影してきましたが、政府が進める国土空間データ基盤整備の一環として、こ

れまで撮影した空中写真をデジタル化し、海上保安庁海洋情報部ホームページで公開すること

にしました。 

海上保安庁海洋情報部ホームページ http://www1.kaiho.mlit.go.jp/ 

以下の空中写真は、新潟港西部、伏木富山港新湊、金沢港を撮影した写真です。 

 

解像度空中写真だと、家並みがはっきりわかりますので、海岸線の近くにお住まいの方は、

ご

報課計画係（℡:０３－３５４１－３８１８ 

e- ℡:０

２

実際の画像は、もっと大きな画像で詳しくご覧いただけます。 

高

自分の家を探してみてはいかがでしょうか。 

また、皆さんが利用される際には、注意事項をよく読まれてからご利用願います。 

お問い合わせは、海上保安庁海洋情報部海洋情

mail:hod-joho@kaiho.milt.go.jp）または、第九管区海上保安本部「海の相談室」（

５－２４４－４１４０  e-mail:sodan9@jodc.go.jp ）までお願いいたします。 

伏木富山港新湊 金沢港 新潟港西部 


